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最近、全国各地で急激陀行なわれている各種開発事業と、文化財 とく陀

史跡埋蔵文化財等の保護との調整問題は文化財保護行政の大きな問題となって

います。

小松市Kないても例外ではなく、昭和 44年度以降、埋蔵文化財の発掘調査

が激増しています。

加賀温泉郷ゴルフ場建設地内の窯跡、軽海住宅団地造成地内のガ メ山遺跡及

び弥生遺跡、 ニッ梨一貫山の窯跡、矢田新丘陵地の集落右上等すべて工事による

緊急発担調査であります。

とれらの遺物は、すべて市立博物館K保管されていますが、発掘調査に追わ

れて未整理のものが多い。整理済みの分から逐次調査報告書を刊行する予定で

ナ。

ニッ梨町一貫山黛跡は、南加賀古窯枇群の一つで、獣脚台が発見される左ど

興味ある問題を提起しています。

本書を刊行ナる陀あたり、調査員各位忙な礼を申しあげるとともに加賀古黛

研究の一助Kなれば幸いです。

昭和 46年 5月

小松市教育委員会教育長

山崎喜
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l;tし力5 き

昭和45年4月2目、岡下埼{北陸大谷高校教諭 )氏より 、ニジ梨町地内で窯祉が依滅され、多

母の須恵著書が数乱している旨の連絡があり 、山本佐一(小松市教守4委員会事務局社会教育疎)!:たと

明者がさ勺そ く現地に赴いた内総枇は土砂採祭場の断面に露呈したもので、いまにも崩れ港ちそ勺

1i状態の設かで、かろ うじて七銭片の係集と遺跡の現状を確認する乙とができた。

本窯ねtは奈良時代後半i羽(伊笠絶後半 ) に燐築された須恵3号無であり 、 方自費j鼠泉~~ゴルフ埼内~
(1) 

見の無止とともに南方日貿古;領地群の件強を党明するうえに."在たも乃であり 、也土須:思穏とともに

学t舶ヲ何債の亮いものであるの

発掘調査は上野与一(日本考古学防会員)氏 ・土井鱒男 {小絵市立略物館専門委員 )氏の指おの

もとに、小村茂(小松市立凶物地々員)が担当した。

本絡を草するにあたり 、御f宙線J買いた尚氏はもと より 、調査に也・力いただいた北陸穴谷高使地怪

クラフ・と小絵工業高校地姥ク ラブの諸君に感謝の意を表するとともに.調査を快諾いただいた-1.i.

'i'f美氏vc:衷心より感謝の~を表したい内

E遺跡の位置

本然祉の所在する一貫山は行:攻的には石川県小松市ニッ梨町 Aマ番地にあたる。

平野部氏『屯する標高20-40mの丘1唆は第三籾中 ・上郡vc属し、白山符山地得と して海岸線に

平行して形成されている。 ζの出波宮自に深く入 りζむ支峡谷の一つ、二ツ製lllJより声津町 ・荒磨町

I'C:売る道路の通貨口部左叫に位fi':~ずる丘唆がiïiH守、. -t'.t山 と.tばれるrr.(~で、本無担tはこの伝唆

の南西斜面に t~~築されている。
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一貫山を含むこツ梨町 ・戸埠町を中心とする丘唆t'Cj立、多くの書道lJI:の存在が早くからしられてい

たが、現在、ζ れらの黛祉を包含して南加賀古祭主t群。〉名が与えられている。

H 調査の経過

一貫l心須恵、認窯枇の調査は小松市教脊委員会が主体とだり 、上野与一 ・土井海男両氏の得運曜によ

り、1ヒf漫大谷高域地専をクラブわと小総工業高校地響クラブaが中心となり、昭和45年4月79よ

り同月 208 まで勾冬物した。羽毛Eは学~の終了をま勺て毎日 2 ・ 3時間程度念ζ なったものであり、

途中続完号窯社 出土須取得の俺聖堂という羽変体制を再検討すべき不詳$もあったが.奈良時代後半

1mに筏遣された須恵器祭主11:2苓を確認するとともに良好な一括的料を得る乙とができた。

W 遺構

本縦士止の翼民床はよ下2商が硲認されたが、乙れは下部F壊が朔滅したのち、あらたにその上部ぜq誌

が列車築された ζ とを示寸ものであ 4て、-~援にないて 、 ~:宋が二度にわた ってつくられた ζ とを意

味ナるものでは没いn 以上の崎由 で、下部ど誌を第1号努枇 ・上部員援を第2号窯右上として区別すゐ3

議 1号議..t.u:

本語源は一貫山ii駿の海西斜:ij(C斜面と同方向に築造され、その警の中地線は N-450 -Eを示

す。

:潟地は丘jr;t斜滴に縁状(c掘り ・下げて f~H奈された 、 いわゆる r;必然 j の形弐VC認するもので、 大川
{う)

情氏の分婦による「司土地下式JVC相当する。

織の全長は令 90mを対ゐ。焚口から燃焼部にかけてはやや傾斜するが.焚口より約2.50
'
"の

得分が終でもっ とも{底〈 、乙れより焼成部 ・煙道部にかけてがよそ20伎の勾記をもっ。

窯の平面形は長持形を呈し、焚口がぜばまっている。焚口の巾は約 1.30mをき十る。焼成部と燃

焼織の穏界は不明瞭であるが、焚口より約 2.50mの部分を.⑦最終勾配の始まりである乙と、の

終巾が ζのと乙 ろから急に広くなる乙となどから. ζれに求める ζ とができょう。祭最広部は焚rI 

より約4.0mの部分で、約2.30mを3十り、そこよ り備かづっ狭ば1.りながら祭尻で約 100mと1iる。

燃焼宮古の窯銭lctスサr毘入結土で補強されている。

第 2号祭お上

司王様羽上は形状・大きさともに第 1号 史認祉とほぼ同一である円 質疑床の勾記は焚口より燃焼部にかけ

て緩〈カーブして、焼成部にいたり約 21度の傾斜で黛尻(c連浸る。特にa勝 "fx/j鍛をもたないが、

終q支部上部から下部にかけて、中軸線にそってやや〈ぼんで U令状の黛床を有する司

V遺物

第 1号祭羽上・第2号然1止からは多くの須恵穫が発掘されたが現在整担E中なので代表的な器荷量 ・器

形を抽出して税明するの

(j)第2号築士11:上部出土の七器

落盤した第2号祭主11:天井部上商の貸褐色粘土中より 3個の土器が発見された。
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(号2高4.1 c11t、口径 21. 9c湖、底笹 18. 6r.m )の如きの形状をなすものがあるが、発見されたもの

はとれ一点にとどまる。琢は紹介でき危かったが、口径 14.0 c11t前後のものが大多数で.台付事事K

くらべて量的Kは少念い。

羽結語

次Y亡、ζ れらの出土遺物の鳴年的考察を符単1'(試みてみると、 1-ろは京芸緩急上上部の安褐色粘土

中より発見されたもので、窯社 とは直接切り離 して考えねば授らない" H!:小形資で、糸切療

をととどめる円糸切技法は汽 '10年初後の年代揮が与えられている辰口町和気一号紫式に後続し、 E 
~ . B 

籾:後半1'(筏する富山県中新川郡立山町上末窯!で普通イヒするものと考えられているが、当地方にない

てζの腐の著書形の発見例が少なし器形・:終形法により .安年代800年自梓宋ないし後半初と考

えられる。 2・ろについてもぽぽ同時期の年代観を与えて大過あるまい円

さて、祭祉の年代観であるが、先ず第2号築士止では.唯一の広口安κ注目したい円

広口鐙は出土例I'(~てほしし厳密投考察は困難であるが.周部や頭部1'(残る沈線はやや古い手法
(6) 

を残すもので、高台の形状も春木第5号祭主たの符徴が残存するmζ れらの特徴を他域の出土例と比

iつ
較すると、福井県丹生郡宮崎村機渉主義品土の広口愛では、稜角的に仕上げ外展ずる高台を有し、顕

部からゆる く外反し、わずかにくびれて、やや外反する口縁ま誌を形成ずる。 ζの両者の違いは時間

的な遂というよりもむしろ地峨的な差を多分に考慮すべき ものと考えるのであって、奈良後期に縛

年されている穣津支援と同時又はやや後出的左ものと考え、実年代を 700年後半にあてたいの叉、

旅と台付f;f.の比怒が約5対5程度で、泰太第5号言宗や和気第 1号終とほぼ同ーに近いことも考えあ

わぜれば大過ないであろう。

(文貧 小 村 茂小絵市立博物館々員)

註 1. おきを大谷高校地底クラブ「紀婆 J第5号 (昭45 ) 

2. 註 11'(同じ

3. 大川 滑「瓦の美」

4 石川考古学研究会刊 「加賀三浦遺跡の研究J

5. 詮 41'(!司じ

6. 浜岡賢太郎・ ;嵯峨井亮 ・橋本礎失 ・吉岡康!湯

「能登烏墨古:領j止群空〉調査 」石川考古学研究会誌9(昭40) 

Z 7K好九右僧河「武生市町問、野中祭跡調奈報告J

武生市文化材調査報告埋綴文化財篤(昭 37)
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